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1. は じ め に

自然条件は作物部門選択 の可能性を規制するが,その選択は,村落の性格,政策,社会的志向をど

諸条件によって異なって くる｡

本研究では,中部内陸部 ･準高冷地席の長野県上伊都地方を対象として, 園芸作物の導入経過を中

心に して,経営形態の実態 とその成立要因について,次の 3つの観点から考察を進めた｡

(1) 天竜川の河岸段丘とそれに続 く山麓の複合扇状地から成 る伊部盆地は水に規制されて発展 して

きた地域である｡ そこT, 各村落の濯概水利の状態を明 らかにする.

(2) 農業経営形態か らみると,この地域は主として童貞 ･稲作 という消費市場から遮断された環境

で育って きた｡そ うした経営内-の園芸作物の導入経過 と現状お よびその要因について｡

(3) 農家労働 力と農業経営について｡

調査においては,サンプル地域 として伊那市域の天竜川右岸 (竜西 )の大泉新田集落 と天竜川左岸

(電束 )段丘上の原新田集落および末広 (新田 )集落を選択 した｡

2. 農業経営形態の地域差

この地域 は 耕地の標高 600- 1000mで,高冷地の南限,準高冷地帯に属する｡年平均気温

1O.7℃,年間降水量 1,800mm, 年間 日照時間 2.100時間,無窮 日数 162日である｡地域は内陸性気

候を呈し,その特徴として昼夜の温度較差が大 きいので作物の生育には好影響を及ぼ し水稲収量は高

い水準を示 している｡ 準高冷地は,気候的には導入可能を作物品 目が多く, 市況に左右されやすい面

を持 っている｡

電束段丘上の 2集落は,天竜川の支流三峯川の扇状地上vc位置 し,三峯川 ･天竜川沿岸の沖積地は

昔か ら米 どころとして知 られてきた｡

土筆川右岸段丘上の末広集落は,幕末に高遠藩政の財政窮乏の対策のひとつとして造られた計画的

新出集落である｡ したが って,地割に よって屋敷が分割され 進路,井筋 (一番井または六道井筋 と

もいわれていた｡),水出,それに水田-の分水 も独特の ｢ます割 b制度｣に よって合理的に配分さ

れ, よく整備 されている｡ 昭和 22年oj全村耕地整理 と,昭和 36年の三峯川総合開発による六道原

の開田に よって,米単作地帯 となるまでは,段丘上は末広の一部の水田を除いて畑作地帯であD,秦

蚕を中心に,戦後導入 された二十世紀ナシ等が栽培されていた｡

青果 トマ トが導入されたのは,昭和 28年の冷害を契機に,稲作単作の危険性を打破するためであ

った｡当初 lha ほどであったが,その後の総合開発に よる開乳 選果機 ･共同育苗センターの設置,

標高別 の 3段階定植法の普及,長芋の導入などに伴 って増加 し, 昭和 47年には末広集落を含む実篤

全域で 20ha, 1800tになD,東京市場を中心に市場出荷も進んだ｡同時に当初 1戸当4- 5a位

であった面積 も10- 20aにまで拡大された｡ しか し 昭和 48 年に,集中的な降雨等に よって起こ
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る裂果などの品質低下を防 ぐためと,防除の労力の省力化をめざしてパイプ- ウス (当地では雨よけ

栽培と呼称 )が導入されたことによって,経費のかか りすぎること,および価格低迷に よって減少し,

現在は横パイ状態である｡

末広集落は実篤地区の中でも農業のウェイトの高い地域で,特に当初からの入植農家においては耕

地面積 160- 220haを看 し,多角的を経営がをされてきた｡センサスによれば,末広 92戸のうち

農家戸数 52戸で専業農家は 14戸と低いが,第 1種兼業農家の中には,青果 トマト18a(-ウス),

ス トック 10a,それにナメコの栽培,長芋栽培,さらに トマ トの共同育苗センターの管理をしている

農家をビ ー.専業 ''の分類に入る農家も多い｡この地区は伊那市-の交通 も便利であるため農民層の

分解は著 しく,兼業農家も増加 しているが,耕地条件に専まれていることもあって, 比較的規模の大

きい農業中心の農家での経営は意欲的である｡

特に稲作の省力化によって,その余剰労働力をそ菜夜どに回す傾向が強 く,末広地区内で機械の共

同利用体制も進んでかD,また地区内耕地25haの うち23ha Tiでは農協管理のカント1)-エレベ

ーターを利用している｡

現在の主を作目構成は稲,棉+そ菜,棉+畜産(酪農,牛 ･豚の肥育 ),棉+畜産+そ菜,棉+そ

莱+ナメコである｡ それにス トック栽培農家,加温設備を持つ施設園芸農家 1戸が含Tiれる｡ ナメコ

は農閑期の労力活用と-ウスの有効利用のために昭和 52年から7戸の農家で始めた ものである｡ま

た,ス トックの栽培は トマトによる連作障害の回避のために も良いといわれる｡

一方,三峯川左岸段丘上の原新田集落は,藩政期,高遠藩の援助 と伊東伝兵衛の功績に よb完成 し

た春富大井筋のモ ト村 としての地位を保 っていた集落である｡井筋関係地域の他の地区に対する優位

性ばかDでな く,部落内においても階級差が大 きく,永久無課税地 (新井筋完成前の古田 )を多数所

有する寄生的大地主 と一般農民から成 D,部落内の階級支配体制の上に,他の地域に対 してはモ ト村

としての特権的地位を保 ってきた｡

現在は,戦後の農地改革および三峯川総合開発に伴 って末広の一番井 と同様,幹線にかわD,水の

質も変わD,村落 も変わってきた｡ しかし,水利を通 して,成 b立っていた階級的支配体制は村落の

性格に大き夜影響を及ぼ した｡

原新田集落における農業は,開発に伴 う開田までは,末広 と同様に養蚕が主体ををし,それに雑穀ノ

が組み合わされた経営であった.

昭和 41年に原新田集落ののっている三峯川左岸の第 2段丘上 (春富段丘 と呼ばれている｡)東原地

籍が開発に伴 って開田されたのをはじめ,土地改良の進展に伴 って,原新田を含む東春近地区は水田

単作型の経営に変わった｡ さらに 44年には,第 1次農業構造改善事業に よってカン ト1)-エレベー

ターが設立され,47年か らは第 2次構造改善事業で,水田基盤整備が実施され,大型機械による機械

化一貫作業が始まった. こうした稲作の省力化に伴 う余剰労働力と水田の高度利用をめざして複合経

営が推進されたo この時導入されたのが,青果 トマ ト,長芋,それにエノキダケである.

導入当時は安定 した稲作経営に不安定をそ菜を導入することに難色を示 していた農家にも次第に取

b入れられ,少をかった面積 も,選果機洗浄機の導入によって 1戸当Dの面積の増大 と共に,上昇 し

ていった.そして実篤の場合 と同様,48年をピークに,49年のパイプ-ウス導入をひとつの契機に,
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そして価格の低迷,労力不足等によb面積,生産量ともに下降線をたどっている｡

特に原新田集落においては最盛期の栽培戸数の2分の 1以下に減少,比戟的経営規模の大きい農家

で,稲作の補完作物 として経営内に組み入れ られている｡ しか も,その大部分は露地栽培で,パイプ

-クス利用はわずかに2戸であるため,今後 も減少していく可能性を示 している｡

労働力についても,昭和 52年現在,全 くの専業農家は 3戸,他は何 らかの形で農外就業について

いる｡これに一層の拍車をかけているのが昭和 50年,52年に機械の共有体制をとる水稲協業組合が,

農村地域工業導入促進法に基づいて組織されたことである｡

こうして,早 くから水田が開け,水田に養蚕 を加えた経営がをされてきたこの集落は,全面開田,

そして続 く農構事業と共に経営内容 も変わD,兼業 も増加 した｡ ひとつの村落共同体であって も,水

利を通 して階級差の激 しかったこの村で は,さまざま表面で共同体が崩されている｡そのひとつの表

われが,基盤整備車業で, この地区の一部分は数人の反対にあって,その部分だけ残されている｡

また,大泉新田集落は,天竜川の西側,段丘上の扇状地の中央部に位置する｡他の 2集落に比べ,

大規模経営者が多いが,水田面積の占める比率は′J＼さく畑作経営が中心に怒っている｡その水門も村

田は少なく,西天 (大正 3年完成した西天竜濯概水路によって開田された 700m 以下の水出 )が大

部分を占める｡

この集落の中は大泉川が流れているが,山麓で伏流水と在って段丘崖下に湧水 と夜って現われ, 日

常はほとんど水が流れ をいため水利に乏しく,伏流する前に山麓から引いている五ケ井用水 も,水利

権は 14多しかをく,乏水地域であやo

この地域は,全国的に衰退傾向にある桑園の比率が高いのが 目立つ｡ 養垂は戦後繭価の暴落時,令

地で果樹の新穂が盛んに行をわれた時期にも変わらをかった｡その要因 としては,桑は耐乾性の植物

で,水に恵まれをい畑地においても生育力が強いこと,老人 ･婦人労働である程度は能力的にできる

こと,また晩霜の被害にあっても仕立て法を変えるだけで,責期 をずらせることに よって,ある程度

の収穫は可能であD,一度の被害で年間の収入を失うことがをい, 夜どの理由による ものと思われるO

果樹が導入されたのは,昭和 37年農業構造改善事業のパイロット地区の指定を契機に,大泉新田

bんど組合 として 56戸の農家が 20haの共同bんと園を始めている｡独立採算性の形をとっている

が,各農家の経営内に占める果樹収入の比率は′,r＼さい｡

また, この地区の中心作物に加工 トマ ト,種子用とうもろこしがある｡加工 トマ トは契約栽培であ

るため,収入面では安定 しているが,収穫時の労力が大変をこともあって昭和 44年をピークに減少

している｡青果 トマトほ ど集約的でをいので,現在試作され研究が進んでいる収穫機械が実用化 され,

面積の価格保障さえされれば,か夜b広い範囲をカバーするであろうと思われる｡

現在の作目構成は,昭和 37年の農構専業によって導入 ･増加した畜産 (主として酪農 )に稲,倭

たは加工 トマ ト,それに雑穀を加えた経営で,酪農家以外は兼業化率が高い｡面積が広い割合には末

広などと比べ農業収入は低い｡

3. ま と め

この伊都盆地は全国でも屈指の組合製糸の強いところで,営業製糸の介入を許さをい｡それは稚蚕
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共同飼育,壮責共同飼育の発達 と共に養垂を支えてきた〇

しかし,開田と共に土地利用も就業構造も大 きく変化をみせた｡

その中で土地基盤の整っている末広では戦後の果樹導入をはじめ,農家主体の形で新 しく園芸 も導

入され,農民層分解の進む中で,農業にもひとつの転機を迎えているといえる｡一方,原新田では,

一時は園芸作物が伸びたものの,その後は減少,安定 した稲作経営に戻bつつある｡行政先行型の導

入は,原新田に関する限D, あせb功を奏 していをい｡農家にとって新 しい作物,技術を受け入れる

場合には条件が伴 う｡

それは,陣営内で可能かどうか農家自体が選択する必要があると思われる. これまで稲作,養蚕,酪農･,加

工 トマ トと市場動向を考慮 しなくて良い作物を中心に経営してきた農家にとってひとつの課題に走る

だろ う｡

お 知 ら せ

1 投 稿 規 定

oお茶の水女子大学地理学槻 及Ul日,現職員は本誌に投稿することができます｡

o用紙は横書き400字詰原稿用紙 とします.

o投稿の範囲,内容は特に規定 しませんが,研究論文 ･調査報告 ･近況報告 ･ずh葦をどお願

いします.

o論文は 15- 30枚,報告 ･ずV}輩は3枚程度とLTiす.

oLめきDは, 12月末日です.

o原稿送付先

〒 112 東京都文京区大塚 2- 1- 1

お茶の水女子大学地理学教室内 お茶の水地理編集委員会

TEL 03(943)3151 内線 346

2 住所 ･勤務先の変更,改姓の場合 も上記宛御連絡下さい｡

3 クラス会 ･同窓会 な どの様子 もお しらせ下さい.

4 ｢お 茶 の 水地 理 ｣ は御 希 望 の 方 に実 費 で お嘆 け 致 します｡ 振 替 口座 を御

利用下さい｡

振替番 号 東京 3 1848番
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